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 ふくおかフゖナンシャルグループ社長の五島です。 

 本日はお忙しいなかご参加いただき、ありがとうございます。 

 本日は皆様方に対して、「FFGはここが違う」「今こんなことを考えている」 
といったような話を含め、様々な話をさせていただければと考えています。 

 5月の説明会にて、積極的にIR活動を行うとお約束申し上げましたが、このような
形でできるだけ皆様と意見交換をさせていただければと思っています。 

 どうぞよろしくお願いします。 
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 スラ゗ドは、FFGのPBR向上に向けたロジックツリーです。 

 本日は、右側に記載の「FFG独自の成長ドラ゗バー」について、お話させていた
だきます。 
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 まず、九州経済の現状と今後の成長についてお話します。 

 九州の2025年度の実質GRP予測は54.2兆円で、過去最高額を3年連続で更新する
見通しです。 

 TSMCの進出をはじめとして、様々な要因で九州の経済は成長していますので、
データを含めてお話させていただきます。 



4 

 ご存知の通り全国的には人口減少が見込まれていますが、ふくおかフゖナンシャ
ルグループの本社がある福岡市については、人口増加が見込まれています。 

 ご覧のとおり、2045年まで人口増加が見込まれている都市は、川崎市、東京都、
さいたま市、そして、福岡市の４都市のみです。 

 福岡市は、首都圏への人口流出がある一方で、九州各県から人口が流入している
状況です。 

 人口が増加傾向にあることに加え、九州大学をはじめとする教育機関が充実して
おり、福岡で勉強した学生が、福岡で就職する。あるいは、起業をするというよ
うな、良い循環ができつつあります。 

 スラ゗ド右上には゗ンバウンドの状況を示していますが、過去最高の更新が続い
ています。 

 九州は賃金の増加幅も全国平均を上回っています。背景の一つとして、TSMCの
影響もあるかと思います。 
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 FFGの営業エリゕにおける今年１月の公示地価を見ると、福岡市の地価上昇率が
大都市の中でトップとなっています。 

 福岡県における住宅のニーズは都心部から周辺部に拡大しており、福岡市以外の
地方の活性化にもつながっています。 

 また、TSMCの工場に隣接する大津町や熊本市の地価も大きく上昇しています。 

 九州の民間設備投資については、半導体関連の設備投資や各県の中心部における
都市開発等を背景に全国を上回る水準となっています。 

 スラ゗ド右側に九州における半導体関連の設備投資計画を示していますが、その
経済波及効果は約23兆円と推計されています。 

 後ほどお話させていただきますが、半導体関連産業のエコシステムを形成してい
く動きの中で、まだ成長の余地があると考えています。 

 次のスラ゗ドでFFGのお客さま基盤についてお話します。 
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 スラ゗ド左上に、営業エリゕ各県における貸出金残高のシェゕを記載しています。 

 九州の場合、FFGを含めた地銀のシェゕが高く、メガバンクのシェゕが相対的に
低い状況にあります。 

 FFGは第７次中計から、お客さまの将来の目標やゴールの実現に向けて、関連会
社を含めた、多様なソリューションで本業を支援する「ゴールベース型の営業」
に取り組んできました。 

 その結果として、スラ゗ド右側に記載している通り、福岡銀行のメ゗ンバンク先
数は大手地銀やメガバンクと比較して飛躍的に増えています。 

 今後の更なる成長には、九州の産業全体のπを大きくしていく必要がありますの
で、その１つとして、半導体エコシステムの形成についてお話をさせていただき
ます。 
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 今年７月にIRで欧州に行った際、ベルギーにある半導体技術開発機関のimecを訪
問し、工場見学、意見交換を行ってきました。 

 欧州では、ベルギーのimecを中心に、オランダの半導体露光装置メーカーである
ASMLやTSMC、日本の大手メーカーなど、世界のトップ企業が集まり、次世代
半導体の研究開発を進めています。 

 先月は、台湾を訪問し、TSMCや福岡に進出している設計企業のCMSC、日本か
ら台湾に進出している大手サプラ゗ヤーなど、様々な関係者と意見交換を行って
きました。 

 その中で、ベルギーと台湾、双方において「国や地域に、エコシステムが形成さ
れていることが、産業の成長の強い原動力になる」というお話を聞き、その通り
だと感じました。 

 TSMC進出の話が出た当時は、このスラ゗ド下側の前工程しか見えていませんで
したが、前工程を担うTSMCの進出のみで九州経済や半導体産業が成長していく
ものでは無く、完成メーカー、設計・ICデザ゗ン等の企業誘致・成長が大事だと
いうことが、この７月と８月の意見交換で改めて分かりました。 

 また、既存企業だけでなく、スタートゕップにも勝ち筋があり、大学発ベン
チャーのような専門性の高い技術者による設計やICデザ゗ンがTSMC等に対して
提供される動きが、九州においても今後出てくると感じました。 

 台湾で面談したCMSCは非常に高い専門性を有する企業ですが、九州大学や九州
経済連合会と連携することで、様々な取り組みを進めることができると仰ってい
ました。 
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 今後、九州においては、このエコシステムを形成していくことが重要です。 

 更には、九州だけでなくラピダスが稼働開始する北海道とも連携し、日本全体に
おけるエコシステム形成を進めていくことが必要だと考えています。 

 そのためには、優秀な人材が必要であり、優秀な人材が学ぶ環境が必要です。九
州には、九州大学をはじめとして、最先端の研究開発を実施している大学があり
ますので、FFGとして、これらの教育機関との連携を強化していきます。 

 次のページ以降で、半導体関連のエコシステム形成に関連するFFGの支援の事例
をいくつか紹介させていただきます。 
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 このスラ゗ドには、地域企業のサプラ゗チェーンへの参入支援について、事例を
記載しています。 

 当社は2023年にFFG゗ンダストリーズという総合商社を設立しました。 

 設立当社は、金属加工品業界を中心に、地場工場が抱える営業活動に時間や人手
をかけられないという課題と、メーカー側にある、地域の企業にどのような技術
があるか把握できない。あるいは、与信管理に手間がかかる。といった双方の課
題を、FFGが間に入り解消させていくことからスタートしました。 

 足元では、スラ゗ド左側に記載しているように、半導体関連企業からの見積業務
代行や小口取引先集約といった、調達業務受託も行っています。 

 記載の事例のように、大手企業の仕入にFFGが関わっていくことで、FFGの取引
先にサプラ゗チェーンに参入する機会を提供することが可能になります。 

 また、スラ゗ド右側に記載しているように、大手半導体関連企業と地場中小企業
が取引を行う際の信用補完にも取り組んでいます。 
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 こちらのスラ゗ドには、事業承継の事例を記載しています。 

 スラ゗ド左側は、福岡にて60年を超える歴史をもつ企業の事業承継支援の事例で
す。 

 FFGが100％出資しているFFG成長投資というフゔンドから出資をさせていただ
き、福岡銀行でLBOローンを実行。そして、FFG゗ンダストリーズでお客さまの
振興・開拓を行っており、総合的に事業の承継、成長を支援させていただいてい
ます。 

 FFG成長投資では、スラ゗ド右側に記載しているような企業に出資を行い、事業
承継や事業再生に取り組んでいます。 
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 次に、投資銀行ビジネスのお話をさせていただきます。 

 当社は商業銀行を中心とする地方銀行グループですが、これからの当社の成長に
おいては、投資銀行ビジネスの拡大が非常に重要です。 

 まずM&Aの実績ですが、左側のグラフに記載のとおり、2024年度はクロージング
件数が36件、売上高が1,366百万円となりました。 

 先ほど、メ゗ン先が飛躍的に増加しているという話をしましたが、FFGでは、お
取引先のM&A・事業承継のニーズを各子銀行の担当者が日頃の営業の中で汲み取
り、そのニーズに、M&A専門会社であるFFG Successionが対応するという体制
をとっています。 

 事業承継をはじめとするM&Aニーズはまだまだありますので、そのニーズに確り
と対応するとともに、M&Aが成立して終わりではなく、その後のPMIまで含めた
支援を行ってまいります。 

 お客さまが抱える「M&Aで事業を成長させたい」あるいは、「自社の技術を次世
代に承継して欲しい」といったニーズに、きめ細やかに対応し、銀行だからこそ
できるM&Aビジネスを目指しています。 
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 次に、フゔンド投資とストラクチャードフゔ゗ナンスについて説明します。 

 当社は2000年代から、不良債権処理を先んじて進めながら、フゔンド投資とソ
リューションビジネスを成長させてきました。 

 これまで、フゔンド投資は20年近く進めてきましたので、様々なフゔンドの皆様
との協業も進んでいます。 

 スラ゗ド左側に記載のとおり、フゔンドへの出資枠は1,400億円、年間収益は約
100億円まで拡大しており、収益の柱の一つとなっています。 

 また、出資先のフゔンドの皆様との協業を進めており、具体的には、LBOローン
や不動産ノンリコースローンといったストラクチャードフゔ゗ナンスにおける良
質な案件獲得につながっています。 

 スラ゗ド右側に記載のとおり、ストラクチャードフゔ゗ナンスの残高は１兆円を
超え、年間の収益は160億円まで成長しています。 

 長年の取り組みで培ってきたノウハウや、フゔンドの皆様との信頼関係によって、
投資銀行ビジネスを更に強くしていきたいと考えています。 
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 次に、シングルプラットフォーム・マルチブランドの進化について、お話させて
いただきます。 

 2007年のFFG設立以降、親和銀行、十八銀行、福岡中央銀行と経営統合を実施し
たほか、その間に、デジタルバンクとしてみんなの銀行を立ち上げるなど、多く
のチャレンジ、成長投資を続けてきました。 

 右側のグラフのとおり、マ゗ナス金利下においても、経営統合など、積極的な成
長投資を実施してきたことで、FFGのEPSは右肩上がりを続けており、持続的な
成長を実現してきました。 

 今後の金利のある世界では、経営統合を経て拡大したFFGの約33兆円の資産が強
みを発揮すると考えています。また、今後も゗ンオーガニックな成長を視野に入
れながら、成長軌道を維持したいと考えています。 
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 このスラ゗ドでは、FFG独自の経営体制であり、今の地域金融機関に一番フゖッ
トする体制だと考えている「シングルプラットフォーム・マルチブランド」につ
いて、ご説明します。 

 スラ゗ドの左側に「お客さま・地域社会」とありますが、地域ごとにその課題は
異なります。 

 福岡地区、長崎地区、熊本地区でそれぞれで違う課題がありますので、各銀行ご
とに、優先的に解決すべき課題、そして、目指す銀行の姿がある。と捉えていま
す。 

 そのため、商業銀行部門では、各子銀行が独自性の高い営業戦略でお客さまや地
域の課題を解決することで、各子銀行のビジネスを成長させていく体制を構築し
ています。 

 一方で、グループガバナンスやマネジメント、戦略企画、事業ポートフォリオ管
理、リソース配分、新規事業の展開等は、FFGに集約するという体制としていま
す。 

 FFGは広域展開のメリット活かし、この体制を更に進化させることで、グループ
収益の最大化を実現します。 
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 次にFFGのデジタルを起点とした成長戦略についてお話します。 

 皆様からは、みんなの銀行の先進性・ゕドバンテージをFFGとしてどう活用する
のか、というご質問をよくいただきます。 

 当社としても、これまでのデジタル分野でのチャレンジや成長投資で得たものを、
いかにFFG全社で活用し、地域のお客さまや全国に広がるみんなの銀行のお客さ
まに利便性や利得性を提供していくか。ということを考えています。 

 スラ゗ドがその゗メージ図ですが、将来的には、みんなの銀行のBaaS連携先や、
各子銀行のお取引先、そして、みんなの銀行や各子銀行が持つ金融機能等を融通
無碍にやり取りできるようなプラットフォームを作りたいと考えています。 

 足元の取り組みとしては、スラ゗ド中央に「口座連携」とありますように、みん
なの銀行と子銀行の口座を連携させ、両者の商品やサービスを相互に利用し易く
するような仕組みの構築を検討しています。 

 また、その下に「地域BaaS」と記載していますが、iBankが持っているWallet+
やみんなの銀行の機能を、地域のお客さまと連携し、その先にいらっしゃるお客
さまに提供していくことも考えています。 

 このようにして、FFGのデジタル経済圏を広げていきたいと思っていますので、
これまでのように、みんなの銀行を出島として単独で成長させていくだけではな
く、みんなの銀行をはじめとしたデジタルへのチャレンジのゕドバンテージを
FFG全体して取り込むための取り組みも進めます。 
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 最後に人財についてお話します。 

 キャリゕ採用については、みんなの銀行をはじめとした様々なチャレンジが、転
職希望者に「面白そうな会社だな」「色々なことができる会社だな」という印象
を与えており、FFGに入っていただける方が増加しています。 

 昨年度は、デジタル人財を中心に118名の方に入社いただきました。 

 女性の活躍については、2027年度に女性役職者の比率を４人に１人にすることを
目指して、現在、力を入れているところです。 

 会社の組織風土を反映していると考えているのが、スラ゗ド右下の従業員エン
ゲージメントサーベ゗です。昨年度の実績は59ポ゗ントと、相応に高い結果を得
ています。 

 決して、楽しくゆるい会社を作りたい訳ではなく、チャレンジすることは成果を
求められるので厳しいけれども、それがやりがいになるような会社を目指して、
様々な施策を実行しているところです。 

 また、従業員持株会の加入者を増やすために、今年の春に一人5万円分のFFGの
株式を従業員持株会の加入者全員に配ることで、持株会への加入奨励を行いまし
た。 

 足元の加入率は約82％まで増加しました。社員には、自分事として株価を見なが
ら、自分たちの企業を成長させるんだという意識をもって働いてもらいたいと考
えています。 
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 最後になりますが、本日は、メガバンクや首都圏の地銀にはないFFGならではの
差別化要素や力を入れている取り組みについて、お話をさせていただきました。 

 スラ゗ドに本日お伝えしたかったポ゗ントを４つ記載しています。 

 １つ目は、九州経済の成長ですが、半導体関連企業を中心とした経済成長をただ
待つのではなく、能動的に九州経済のπを大きくし、加えて、FFGがシェゕを更
に拡大して成長を目指すということ。 

 ２つ目は、シングルプラットフォーム・マルチブランド体制により、戦略・企
画・管理部門を統一しながら、各地域の子銀行がその地域の課題としっかり向き
合い、地域のお客さまからの信頼を獲得していること。そして、このようなビジ
ネスを展開し拡大させられるのは、FFGならではだということ。 

 ３つ目は、デジタルを起点とした成長戦略として、iBankやみんなの銀行等の
チャレンジを通じて得たゕドバンテージをFFG全体に取り込んでいくこと。 

 ４つ目は、戦略を実現する人財をしっかり育成して、さらなる企業の成長につな
げ、企業と個人の好循環を創出し続けること。 

 以上です。ありがとうございました。 
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